第１号様式（第３条関係）

（表　面）

保　管　用　地　届

	（宛先）　　　京　都　市　長
	　　　　　　　年　　　月　　　日

	届出者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）


	届出者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）

　　　　電話　　　　　－

	
	

	　京都市産業廃棄物の不適正な処理の防止等に関する条例第３条　　　　　　の規定により届け出ます。

	保管用地
	所在地
	

	
	面積
	　　　　　　　　　　　　　　平方メートル

	
	所有者
	氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）
	

	
	
	住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
	

	保管する産業廃棄物
	種類
	

	
	数量
	　　　　　　　　　　　　　　立方メートル

　　　　　　　　　　　　　　トン

	産業廃棄物の保管の方法
	保管する産業廃棄物の高さの限度
	　　　　　　　　　　　　　　メートル

	
	環境の保全のための措置
	保管用地の底面
	

	
	
	その他の環境の保全のための措置
	


（裏　面）

	産業廃棄物の処理に関する計画
	保管する産業廃棄物の主な搬入元
	

	
	保管する目的
	□積替え　　　　　　□中間処理

	
	処分の委託
	□する　　　　　　　□しない

	
	保管後の産業廃棄物の主な搬出先
	

	届出者の業種
	

	保管用地の使用開始予定年月日又は使用開始年月日
	　　　　　　　年　　　　月　　　　日


　注１　該当する□には，レ印を記入してください。

　　２　面積の欄には，中間処理のための保管を行う場合は，産業廃棄物の搬入に係る保管用地及び処理された産業廃棄物の貯留に係る保管用地の合計面積を記入してください。

　　３　種類の欄には，保管用地で保管する産業廃棄物の種類を全て記入してください。

　　４　数量の欄には，保管する産業廃棄物の最大の数量を記入してください。

　　５　保管する産業廃棄物の高さの限度の欄は，屋外において産業廃棄物を容器を用いずに保管する場合にのみ記入してください。

　　６　保管用地の底面の欄には，当該底面から地下への浸透を防止するための措置の内容を記入してください。

　　７　その他の環境の保全のための措置の欄には，産業廃棄物の飛散若しくは流出，悪臭の発散，ねずみの生息又は蚊，はえその他の害虫の発生を防止するための措置の内容を記入してください。

　　８　この届出書には，次に掲げる区分に応じ，それぞれ次に掲げる書類を添付してください。

　　　⑴　保管する産業廃棄物の荷重が直接保管場所の囲いに掛かる構造である場合　その構造を明らかにする図面及び当該荷重に対して構造耐力上安全であることを証する書類

　　　⑵　産業廃棄物の保管に伴い汚水が生じるおそれがある場合　排水溝その他の設備及び保管用地の底面を覆う不浸透性の材料に関する書類

　　　⑶　中間処理のために保管する場合　中間処理施設の処理能力を証する書類

□　第１項


□　第２項











